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１．事業概要 

 当事業は、 
  ○交通渋滞の解消と死傷事故件数の削減 
  ○物流効率化による地域産業振興の支援 
  ○主要都市間のアクセス向上  など 

 を目的とし、国道8号の富山市金泉寺～高岡市四屋間 
 （延長24.8km）についてバイパス整備を行ったものである。 
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（１）事業の目的 
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１．事業概要 
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（２）整備内容 

一般部 

交差点
立体部 

● 事業名：国道8号 富山高岡バイパス  

● 起終点：(起)富山県富山市金泉寺       

       (終)富山県高岡市四屋 

● 延 長  ：24.8km  ● 全体事業費：約570億円 

● 完成車線数：4車線  ● 道路の区分：第3種第1級 

● 都市計画決定：昭和45年度、平成5年度、平成18年度 

● 事 業 化  ：昭和41年度 

● 用地着手  ：昭和42年度 

● 工事着手  ：昭和42年度 

● 事業完了  ：平成27年度 

（単位：ｍ） 
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写真1-2 坂東交差点立体化開通式(本線部開通) 
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図1-3 富山高岡バイパス位置図 
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２．事業の効果の発現状況 

○ 下田立体・坂東立体の整備により、江尻～沖塚原間の走行時間が約７分短縮。 
○ 坂東交差点では本線部の渋滞が解消。 
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（１）費用対効果分析の算定基礎となった要因に関する事項 

 ① 走行時間の短縮 

図2-1 旅行速度・所要時間の変化 

図2-2 坂東立体開通前後の渋滞状況 
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     坂東立体開通後 H29.11.1(水) 出典：整備なし   （H17 全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅行速度) ） 

      下田立体開通後（H27 全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅行速度) ） 
   坂東立体開通後（ETC2.0プローブ情報（R1.9-R1.11 平日7～9時、17～19時平均）） 
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写真2-1 国道8号 坂東交差点 
  （高岡市方向より富山市方向を望む) 

撮影日：H23.10.17（月） 
至 金沢市 

至 富山市 
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開通前 
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２．事業の効果の発現状況 

○ 下田立体・坂東立体の整備により、死傷事故が年間約７割減少。 
○ 坂東交差点では立体化供用後、急ブレーキ発生回数が大幅に減少し、安心･安全な交通環境を確保。 
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（１）費用対効果分析の算定基礎となった要因に関する事項 

 ② 交通事故件数の減少 

図2-4 死傷事故件数の変化 図2-5 坂東立体区間の急ブレーキ件数 

図2-3 国道8号（事業区間）の事故危険区間 
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出典：工業統計 

坂東立体 
(H28.3開通) 

下田立体 
(H17.12開通) 

近年増加傾向 

リーマンショック 
による落ち込み 

・遠方への輸送は、坂東交差点の渋滞時間が読めず、ゆとりを
持って出発する必要があった。 

・時間が読めるようになったことで、効率的な稼働が可能となり、
配車計画が立てやすくなった。 

・製品製造の過程で下処理したものを搬送する際に、国道8号を
利用しています。 

・1日何十往復往復と利用しますが、坂東立体の開通でとても便
利になりました。 

坂東立体 
開通前 

8時 17時 5時 

坂東立体 
開通後 

3件目 

1件目 2件目 

1件目 4件目 2件目 

２．事業の効果の発現状況 
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（２）その他の効果 

 ① 物流効率化による企業の生産性向上  

【国道8号沿線企業の声】 

出典：企業ヒアリング(H30.9) 

図2-6 射水市・高岡市の工業団地と伏木富山港へのアクセスルート 図2-8 射水市と富山県の製造品出荷額の伸び率（H16=1.0） 
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出典：企業ヒアリング(H29.6) 
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図2-7 企業の生産性向上事例 

R5分譲予定 

【国際拠点港】 
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至 
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市 

至 

滑
川
市 

しもだ ばんどう 

○ 国道8号は、工業団地から伏木富山港への重要なアクセスルートとなっている。 
○ 下田立体・坂東立体の整備により渋滞が緩和し、物流の効率化が図られることで企業の生産性が向上。 
○ 今後も国道8号沿線に企業団地の新設が予定されるなど、沿線企業のさらなる発展を支援。 

時間が読めるようになり 
効率的な配車計画が可能 

渋滞しそう・・・ 
余裕を見て計画 



・高岡方面の病院に搬送する際は主に国道8号を利用して
います。 

 朝夕時間帯では特に坂東交差点の渋滞が著しく、交差点
の通過にかなりの時間を要していましたが、立体化により
渋滞が改善しました。 

２．事業の効果の発現状況 

○ 新湊消防署管内の救急搬送先は、県西部唯一の第三次医療施設である厚生連高岡病院をはじめとし、 
  高岡市内への搬送が約3割を占め、市街地からの搬送には主に国道8号の利用が想定される。 
○ 下田立体・坂東立体の整備により、対象区間の搬送時間が短縮され、救命救急活動を支援。 
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（２）その他の効果 

 ② 第三次救急医療施設へのアクセス向上   

出典：新湊消防署へのヒアリング調査（R2.7） 

【新湊消防署の救急隊員の声】 

出典：ヒアリング調査（R2.7） 

しんみなと 

図2-10 新湊消防署管内の主な搬送先(H31・R1年) 

図2-9 厚生連高岡病院へのアクセス 

【新湊消防署管内の主な搬送先】 
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２．事業の効果の発現状況 

○ 国道8号が通過する富山市、高岡市、射水市は通勤通学による繋がりが強く、自家用車の保有率が高い。 
○ 下田立体・坂東立体の整備により、国道8号のアクセス性が向上し、各都市間の交流・連携を促進。 

（２）その他の効果 

 ③ 中枢中核都市間の交流・連携の強化 

通勤通学動態出典：H27国勢調査 
         ※(  )内数値は、他市町村で従業・通学者のうち占める割合（5%以上の市町村を表示） 

所要時間出典：整備なし（H17 全国道路・街路交通情勢調査(混雑時旅行速度) ） 
       整備あり（ETC2.0プローブ情報（R1.9-R1.11 平日7～9時、17～19時の平均旅行時間より算定）） 

図2-11 通勤通学動態 

図2-13 庄川断面交通量 

富山市 

射水市 

高岡市 

N

所要時間 

約７分短縮 

射水市役所 

富山市役所 

① 

② 

③ 

④ 

8 

8 

470 
160 

415 

472 

 11.3千人/日 

(47%) 
 9.6千人/日 

(40%) 

 3.7 千人/日 

(14%) 

 6.0千人/日 

(23%) 

 7.7千人/日 

(25%) 

庄川断面 

至 石川県 

高岡市役所 

 9.9千人/日 

(30%) 

 

坂東立体 
延長1.1km 

ばんどう  

下田立体 
延長1.0km 

しもだ 

至 

滑
川
市 

至 

金
沢
市 

魚津市 
 1.6千人/日 

（6%） 

滑川市 
 3.1千人/日 

（12%） 

上市町 
 1.8千人/日 

（7%） 

立山町 
 2.8千人/日 

（11%） 

氷見市 
 2.2千人/日 

（7%） 

小矢部市 
 2.5千人/日 

（8%） 

砺波市 
 3.7千人/日 

（12%） 

－7－ 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

富山市

高岡市

射水市

全国

図2-12 1世帯あたり自動車保有台数（H31.3） 
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○下田立体・坂東立体の整備により定時性が確保されることで、県内新幹線駅からのレンタカーを利用した  
 周遊モデルコースの所要時間が読みやすくなるなど、県内観光振興を支援。 
 

○特に、新高岡駅から新湊方面へのアクセス性が向上し、海王丸パークなどの周辺観光地の観光客入込客数  
 は近年増加傾向。 

 

下田・坂東立体 

２．事業の効果の発現状況 
（２）その他の効果 

 ④ 北陸新幹線各駅から主要観光地へのアクセス向上 

写真出典：富山県観光公式サイト とやま観光ナビHP 
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出典：富山県観光入込客数 

海王丸パーク 
N

海王丸パーク 

ひみ番屋街 

出典：富山産業観光図鑑  モデルコース（モデルコース①・②） 
     富山県観光公式サイトHP「とやま観光ナビ」（モデルコース③） 

富岩運河環水公園 

県民公園太閤山ランド 

高岡古城公園 

道の駅 カモンパーク新湊 

凡例 
：観光地(モデルコース①) 

：新幹線駅 

：観光地(モデルコース②) 

：鉄道駅 

：観光地(モデルコース③) 

：県内入込客数上位10位 

８ 

８ 
８ 

至 

金
沢
市 

至 新潟市 

図2-14 富山県内観光モデルコース 

図2-15 主要観光地入込客数推移 

新高岡駅 

富山駅 

高岡駅 

三協立山 アルミ工場 

富山高岡バイパス 
しもだ ばんどう 

鋳物工房 利三郎 

新湊漁港 

富山湾鮨 

氷見漁港組合 YKKセンターパーク 

日本カーバイド工業 

黒部峡谷 
トロッコ電車 

池田屋 
安兵衛商店 

北日本新聞 
創造の森 越中座 

おかき処 御菓蔵 

能作 

北陸コカコーラ 
砺波工場 

黒部宇奈月温泉駅 
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（万人） ≪海王丸パーク（射水市）≫ 

増加傾向 

しんみなと 

観光施設間の所要時間（モデルコース紹介資料に記載の時間） 

【モデルコース①】 
 黒部宇奈月温泉駅 
  ↕ 車で17分 
 YKKセンターパーク 
  ↕ 車で30分 
 日本カーバイド工業 
  ↕ 車で40分 
 池田屋安兵衛商店 
  ↕ 車で20分 
 越中座 
  ↕ 車で35分 
 三協立山アルミ工場 
  ↕ 車で35分 
 能作 
  ↕ 車で15分 
 新高岡駅 

【モデルコース②】 
 黒部宇奈月温泉駅 
  ↕ 車で30分 
 黒部渓谷 
 トロッコ電車 
  ↕ 車で120分 
 鋳物工房 
 利三郎 
  ↕ 車で40分 
 おかき処御菓蔵 
  ↕ 車で70分 
 氷見 
 漁業協同組合 
  ↕ 車で40分 
 新高岡駅 

【モデルコース③】 
 JR高岡駅 
  ↕ 車で5分 
 鋳物工房 
 利三郎 
  ↕ 車で30分 
 富山湾鮨・ 
 新湊漁港 
  ↕ 車で40分 
 北陸コカコーラ 
 砺波工場 
  ↕ 車で20分 
 JR高岡駅 

 下田・坂東立体の利用  
が想定される区間 



３．事後評価結果 
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費用対効果分析の算定基礎となった要因 

事業名  国道8号 富山高岡バイパス 

起終点 （起点）富山県富山市金泉寺 ～（終点）富山県高岡市四屋 

事業概要 
 国道8号富山高岡バイパスは、富山市金泉寺～高岡市四屋間（延長24.8km）について 
 バイパス整備を行ったものである。 

事業の目的・ 
必要性 

 国道8号富山高岡バイパスは、交通渋滞の解消と死傷事故件数の削減、物流効率化による 
 地域産業振興の支援、主要都市間のアクセス向上などを目的とした事業である。   

事業期間 
昭和41年度（1966年度） 

～平成22年度（2010年度） 
（平成12年度再評価） 

→ 
昭和41年度（1966年度） 

～平成30年度（2018年度） 
（令和2年度事後評価） 

事業費 
約660億円 

（平成12年度再評価） 
→ 約570億円 

（令和2年度事後評価） 

交通量 
66,800台/日（H32） 
（平成12年度再評価） 

→ 19,400～51,700台/日（R12） 
（令和2年度事後評価） 

旅行速度向上 
31.3㎞/h（S49） 

（整備なし：旧国道8号） 
→ 40.1㎞/h（R1） 

（整備あり：国道8号） 

交通事故減少 
44件/年（H13-H17平均） 
（下田・坂東立体整備なし） 

→ 13件/年（H29-H30平均） 
（下田・坂東立体整備あり） 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 基準年度 

再評価 総便益：12,667億円 総費用：1,170億円 10.8 平成12年度 

事後 総便益：10,295億円 総費用：3,240億円 3.2 令和2年度 

きん せん   じ よつ や 

きん せん   じ よつ や 



・本事業の整備により、走行時間の短縮、交通事故件数の減少、物流効率化による企業の生産性向上、第三 
 次救急医療施設へのアクセス向上、中枢中核都市間の交流・連携の強化、北陸新幹線各駅から主要観光地  
 へのアクセス向上等の効果が得られている。 

事業の効果の発現状況 

・事業実施中及び事業完了後において、環境の変化に関する問題は認められない。 

事業実施による環境の変化 

・事業効果の発現を妨げるような大きい社会情勢の変化はない。 

社会経済情勢の変化 

改善措置の必要性 

・本事業を介した交通ネットワークが形成されており、今後も事業効果が発現されるため、改善措置の必要 
 性はないと考えられる。 

今後の事後評価の必要性 

・事業が完了し、日常的な道路利用がなされている。 
・費用便益比（B/C）は、3.2で投資効果も確認されており、今後の事業評価の必要性はないと考えられる。 

３．事後評価結果 

同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 
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・計画・調査のあり方や事業価手法の見直しの必要性はないと考えるが、今後もビッグデータ等を用いた詳
細なデータを活用し、生産性の向上や安全・安心を含めた生活の質の向上など、ストック効果に留意した
評価に努める。 



対応なし 

（理由） 

・投資効果が確認されており、今後の事業評価および改善措置の必要性がないと判断される。 

 

４．対応方針（案） 
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